
明治25年（ 1892）奥羽線の敷設が決定されて以来、秋田市にとって
ふ せつ

最大の関心事は、市の東側と西側のどちらを鉄道が通り、秋田駅がど

こに設置されるかでした。結局、市の中心部の東側を通り、駅は現在

の秋田駅の位置に決まり、明治35年（1902）10月21日に開業しました。

「明治33年 秋田市会会議録」より

開業当時の秋田駅構内

当初、秋田市会は手形堀反町付近に停

車場を設置する案（東部案）を建議しま

したが、市西部の商工業者は、停車場は

川尻八橋付近に設置すべきであると主張

（左の資料は西部案の議案書）した結果、

明治 33年２月の秋田市会でもこれが採用

され議決しました。

ところが、この決議の少し前に、東線

のほうが建設費が少なくすむことや水害

の被害を受けないことを理由に、鉄道作

業局から建設部長宛に上申されたことか

ら、結局、東部案に決定しました。


